道路反射鏡（新設・修繕）要望説明書
１　新　　設

1 　提出書類

道路反射鏡（カーブミラー）の新設を要望する場合は、別紙「道路反射鏡新設要望書」に必要事項を記入して提出してください。
地図については、別紙になっても構いませんので、広域地図や詳細地図を添付するか、その地点や道路の状況が分かるように記載してください。（付近住所の記載を必ずお願いいたします）
②　設置の対象箇所
「公道と公道」の交差する箇所となります。

従って、個人の出入り、駐車場・私道からの出入りに関しては、市での設置はできません。
一旦停止等の交通規制がある場合、車両の先端（運転席ではない）が停止線手前で一時停止することを前提とします。（違法状態を助長させる設置はできません。）
③　設置場所

基本的に狭い道路に設置するケースが多く、設置によって障害物となるような道路部分には設置できません。
従って、設置は「民地」部分を原則としますので、要望を提出するまでに、確実に土地所有者の承諾を得てください。また、NTT 柱や中電柱に共架する場合でも、該当の柱が民地に設置してある場合も民地所有者の承諾をお願いします。
土地所有者の承諾がない場合には建設できません。
④　設置要望順位等

要望された箇所は全て市職員による現場確認を行います。自治会内で要望箇所を精査し、必ず優先順位を記入ください。
２　修　　繕

現在設置されている道路反射鏡の内、腐食（さび）や曲がり等により危険な状態で、修繕が必要な物については、その都度別紙「道路反射鏡修繕要望書」を提出してください。

３　設置後の管理

反射鏡の汚れによるくもりの清掃等、簡易な管理は自治会で対応願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
